
中学校部活動への
要望アンケート
（中学校教員）

実施期間 令和６年７月５日から同月３１日まで
回答数１５９ 回答率４６．６％

東京都北区教育委員会

中学校教員

問１ 学校名を入力してください
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問２現在担当している部活はありますか
中学校教員

90%

10%

1 ある
2 ない・答えたくない

問３ 現在担当している部活を選んでください。担当している部活が選択肢に
ない場合は、その他を選んで部活名を入力してください。【あてはまるもの
すべて選んでください】

中学校教員

1 バスケットボール 21 特別支援学級クラブ 5
2 ソフトテニス 13 茶道 4
9 吹奏楽・ブラスバンド・演奏 13 華道 3
3 バレーボール 11 ラグビー 2
7 軟式野球 11 柔道 2
4 卓球 8 剣道 2
6 陸上競技 8 多文化 2
11 美術 8 水泳 2
12 家庭 7 技術 2
8 サッカー 6 模型 2
5 バドミントン 5 生活研究 2
13 演劇 3 将棋 2
14 ボランティア 3 パソコン 1
15 英語 3 その他 1
16 理科 3 映像研究 1
10 合唱 2 創作 1

科学技術 1
囲碁将棋 1
日本文化 1
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問４ 担当している部活の数を選んでください。【１つまで】

「１つ」８８％、「２つ」１１％、「３つ以上」１％。

中学校教員

88%

11%

1%

1︓1つ

2︓2つ

3︓3つ以上

問５ 週７日当たりの担当している部活動への対応日数（複数
の場合、合計日数）を選んでください。【１つまで】

「４日以上」５０％、「２日」１７％、「３日」１３％。

中学校教員

9%

10%

17%

13%

50%

1% 1︓平均1日未満

2︓1日

3︓2日

4︓3日

5︓4日以上

6︓分からない・答えたくない

１週間あたりの部活動への対応日数
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問６ 現在担当している部活動に負担を感じていますか。あて
はまるものを選んでください。【１つまで】

「感じる」「どちらかというと感じる」計６８％、
「感じない」「どちらかというと感じない」計２０％。

中学校教員

39%

29%

11%

6%

14%
1%

1 感じる

2 どちらかというと感じる

3 どちらともいえない

4 どちらかというと感じな

い
5 感じない

6 分からない・答えたくな

い

部活動に負担を感じているか

問７ 部活動の担当に負担を感じる理由を選んでください。
【特にあてはまるものを２つまで】

「自分の時間がなくなる」「他の仕事ができない」が多い。

中学校教員

84

84

27

8

12
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1 放課後・休日の自分の時間がなくなるから

2 他の仕事ができないから

3 経験のない種目を指導するから

4 生徒・保護者との関係に苦労するから

その他

負担を感じている理由
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問８ 今後、部活動に携わりたいと思いますか。あてはまるも
のを選んでください。【１つまで】

「思う」「やや思う」計３０％、
「思わない」「あまり思わない」計５１％。

中学校教員

18%

12%

19%19%

32%

1 思う

2 やや思う

3 どちらともいえない

4 あまり思わない

5 思わない

今後、部活動に携わりたいか

問９ 全国的に少子化などで今までの形態を維持できない部活が増えたり、教員の部活動への負担
を軽減できるような仕組みが求められたりしています。そこで、地域の力を導入した新しい部活
動の形が増えつつあります。その中でも、教員の代わりに部活動指導員（会計年度任用職員）・
部活動補助員（有償ボランティア）が指導する部活動や、複数校で一緒に活動する部活動（合同
部活動）などの「部活動の地域連携」が進んでおります。この「部活動の地域連携」を進めるこ
とにどのような印象を持っていますか。あてはまるものを選んでください。 【特にあてはまるも
のを２つまで】

肯定的な印象が多い。一方で抵抗感や不安感も一定程度ある。

中学校教員
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1 教員の負担軽減になるため、進めるべき

2 生徒が専門的な指導を受けることができるため、進めるべき

3 外部の指導者が学校に入ることに抵抗がある

4 自分自身が部活動に携わりたいので、抵抗がある

5 分からない・答えたくない

外部指導員に不安がある

部活動を学校から切り離すべき

その他

「部活動の地域連携」を進めるにあたっての印象
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問１０ 自身が担当している部活を、教員の代わりに部活動指
導員や部活動補助員に指導してほしいと思いますか。あては
まるものを選んでください。【１つまで】

「思う」「やや思う」「すでに配置済」計７２％
「思わない」「あまり思わない」計１０％

中学校教員

43%

14%

11%

6%

4%

15%

7%
1 思う

2 やや思う

3 どちらともいえない

4 あまり思わない

5 思わない

6 すでに部活動指導員または部活動補

助員が配置されている
7 部活動を担当していない・分からな

い・答えたくない

教員の代わりに指導員や補助員に指導してほしいと思うか

問１１ 新しい部活動の中で、地域の団体が学校の枠を超えて区内の全中学生
を対象に指導する部活動（地域クラブ活動）の導入が見込まれています。地域
クラブ活動単位での大会等へ出場も可能です。この地域クラブ活動を進めるこ
とにどのような印象を持っていますか。あてはまるものを選んでください。
【特にあてはまるものを２つまで】

肯定的な印象が多い。一方で抵抗感や不安感も一定程度ある。

中学校教員
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1 教員の負担軽減になるため、進めるべき

2 生徒が専門的な指導を受けることができるため、進めるべき

3 生徒が学校外にも居場所ができるため、進めるべき

4 学校外の活動に不安がある

5 自分自身が部活動に携わりたいので、抵抗がある

6 分からない・答えたくない

その他

地域クラブ活動を進めるにあたっての印象
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問１２ 自身が担当している部活動を、休日だけでも地域クラ
ブ活動として地域の団体に指導してほしいと思いますか。あ
てはまるものを選んでください。【１つまで】

「思う」「やや思う」計５２％
「思わない」「あまり思わない」計２２％

中学校教員

45%

7%

17%

9%

13%

9% 1 思う

2 やや思う

3 どちらともいえない

4 あまり思わない

5 思わない

6 部活を担当していない

休日だけでも地域の団体に指導してほしいと思うか

問１３ 自身が担当している部活動が、休日のみ地域クラブ活動として地域
の団体が指導することになった場合、教員も希望すれば学校長の許可を得て
兼職兼業制度を利用し、有償で地域クラブ活動の指導を行うことができま
す。この兼職兼業制度を利用したいと思いますか。あてはまるものを選んで
ください。【１つまで】

「思わない」「あまり思わない」計４４％
「思う」「やや思う」計３０％

中学校教員

20%

10%

19%
13%

31%

7% 1 思う

2 やや思う

3 どちらともいえな

い
4 あまり思わない

5 思わない

6 部活を担当してい

ない
兼職兼業制度を利用したいと思うか
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